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１．はじめに 
 既設の水中RC橋脚の耐震補強をドライアップを行わずにプ
レキャストパネルにより低コスト，短工期で行う工法が開発さ

れ，すでに実用化されている 1)．図－１に本工法の概要を示す．

本工法は既設橋脚の周囲に帯鉄筋を内包したRCプレキャスト
パネルを配置し，間隙に充填材を充填することにより補強を行

うものである．このとき，プレキャストパネル内の帯鉄筋はパ

ネル端部の接合部で接続される必要があるため，パネル端部に

機械式の継手を設けて接続を行っている．しかし，河川にかか

る水中橋脚においては施工時期が渇水期に限られるため，さら

なる工期短縮が命題となっている．この現状を踏まえ，従来の

継手構造を改良した新しい継手鋼材を提案し，プレキャストパ

ネルの製造工期の短縮とコストの縮減を目指している．従来型

継手鋼材と今回提案する提案継手鋼材の構造概念の比較を図

－2に示す．また，提案継手鋼材の従来型との比較におけるメ

リットは以下のとおりである． 
・偏心軸力が作用しない構造の為，部材寸法を縮小できる． 
・鉄筋接続が機械式継手（カプラー）の為，溶接不要である． 
・溶接不要の為，製造工期の短縮とコスト縮減に効果がある． 
 
２．提案継手鋼材の構造性能 
 新型継手鋼材の構造性能を確かめるため，継手鋼材の引張試

験を行った．引張試験の概要を図－2に示す．試験は，帯鉄筋

の設計降伏強度（SD345， fy=345N/mm2），鉄筋破断強度

（fu=600N/mm2）および設計降伏強度の 2倍相当応力（σ=690 
N/mm2）の 3 段階の引張荷重を作用させ，引張荷重を保持で
きることを確認するとともに，継手鋼材に異常・変状が無いこ

とを目視で確認した．試験結果を表－1に示す．試験の結果，

すべての荷重段階において継手鋼材は荷重を保持し続け，除荷

後の観察においても異常・変状は認められなかった． 
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図-1 耐震補強工法の概要 
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図-2 継手構造概念の比較 

図-3 引張試験の概要 

表-1 提案継手鋼材の引張試験結果 

設計荷重時 鉄筋破断荷重時 実験最大荷重時
引張荷重（kN） 520 921 1100
鉄筋の応力（N/mm2） 342 606 724
継手鋼材の状況 異常・変状なし 異常・変状なし 異常・変状なし
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３．補強柱試験体の正負交番載荷試験 
新型継手鋼材を用いたプレキャストパネル

による補強効果を検証するために，補強柱試

験体の正負交番載荷試験を行った．試験体仕

様を表－2に，試験体形状を図－3に示す．載
荷は，軸力として 2240kN（既設柱断面あたり
の軸応力としてσn=3.5N/mm2）を作用・保持

させるとともに，水平力を正負交番に載荷し

た．水平載荷は，主鉄筋が降伏したときの変

位を基準とし，その整数倍で漸増させ，繰り

返しは 3 回とした．試験体は，主鉄筋の座屈
によるかぶりコンクリートの剥落および帯鉄

筋のはらみだしが顕著になり，水平荷重が低

下して終局を迎えた．実験終了後にかぶりコ

ンクリートを撤去して観察したところ，主鉄

筋の座屈が観察された．試験の結果，得られ

た載荷点変位－水平荷重の関係を図－4 に示

す．同図には，道路橋示方書・同解説Ⅴ耐震

設計編 2)および鉄道構造物等設計標準・同解説

－耐震設計 3)の 2 基準に準拠して算定した計
算値も図示した．図－4によると実験結果は両

計算結果の耐力および変形性能を上回ってお

り，十分な耐震補強効果が確認された． 
 

４．まとめ 

橋脚の耐震補強に用いるプレキャストパネ

ルの継手構造を提案した．各種構造実験を実

施した結果，提案継手構造試験体および同補

強柱試験体は十分な構造性能を有していた． 
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表－2 試験体仕様 

形状寸法 主筋 帯筋 形状寸法 帯鉄筋 応力 軸力
(mm) (SD345) (SD345) (mm) (SD345) (N/mm2) (kN)

断面
800×800 7D25 D13ctc300 t=80mm

コの字型
D16ctc100

せん断ｽﾊﾟﾝ
2200 ps=0.60% pw0=0.106% 充填厚

15mm 0.40%
3.5 2240
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図-3 試験体形状 
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 図-4 水平荷重－載荷点水平変位関係 
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